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平成 30 年 6月度 バージョンアップ項目

＜施工図システム＞

1．初期設定 梁継手符号入力の設定を追加

2．初期設定 SCSS-H97継手対応
3．基準設定 C鋼とチャンネル材の梁配置で「面合わせ」「芯合わせ」で選択できる設定を追加
4．ベース作成 ベースパック Vシリーズ H形鋼用、円形鋼管対応
5．梁の配置 寸法線色設定追加

6．デッキ受け 設定追加(FB・ PL対応、向きの設定)
7．IFC出力修正
8．メッキ設定 メッキ設定で指定した梁に付くボルトの対応

9．一般図出力 寸法線間隔を変更機能を追加

10．裏当て 通しダイアの裏当てを既製品に対応

11．梁単品図 出力修正

12．原寸型紙 ボルトの＋マークの色設定を追加

13. ガセット確認図 耐風梁のリブと軸ブレスの押さえリブの合番を表示

14．梁リスト 本柱(H鋼)の対応
15．梁リスト 合番順設定追加

16．クレーンガーター 始点・終点の間に入る柱の振れ止め対応

17．材料リスト 製品検査表に関する修正

18．材料リスト プレートリスト：異型ダイアの場合に"(型切)"表記追加
19．不具合の修正

＜胴縁システム＞

1．図面読込 キープランの DXF出力対応
2．分割連結 分割時も取合優先を選択できるよう対応

3．データ変換 ピース符号選択を無しにできるよう対応

4. 抱き合わせ・組物の名称の文字数追加
5．ピース自動配置 ＣＣ材は刃側に配置

6．集計表 胴縁に付くマークの数を表示

7．胴縁ピースと軸組ピースを色分け表示
8．図面出力 胴縁を工区の色で作図

9．データ復帰 ピースマスターを工事別で持つよう対応

10．編集画面右下に通り名の後ろに方向を表示
11．不具合の修正
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施工図システム

1．初期設定 梁継手符号入力の設定を追加

まず、本設定は物件の入力をする前に設定をし、物件入力が終わるまで変更をしないようお願いします。

＜基本データ＞－＜初期設定＞－＜梁継手符号入力＞－『3＝「大梁小梁受手別」』を選択すると、受ける梁が
大梁もしくは小梁(柱付きを含む)かによって継手符号をあらかじめ設定することができます。

登録した継手は梁の配置画面上に表示されます。不要な場合は画面右下のチェックボックスを外してください。

また、＜ジョイント＞－＜梁継手設定＞で継手符号の変更も行えますが配置済みの梁は適用されません。
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2．初期設定 SCSS-H97 継手対応

＜基本データ＞－＜初期設定＞－＜継手マスタ＞－＜剛接合マスタ＞に SCSS-H97のマスタを追加しました。

3．基準設定 C鋼とチャンネル材の梁配置で「面合わせ」「芯合わせ」で選択できる設定を追加
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4．ベース作成 ベースパック Vシリーズ H形鋼用、円形鋼管対応

ベースパック H形鋼用 V2/V2Q/V3/VS、円形鋼管用 V2/V3のマスタを追加しました。
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5．梁の配置 寸法線色設定追加

＜初期設定＞－＜環境設定＞－＜色設定 1＞－＜寸法線＞にて画面・図面の寸法線の色が変更できます。

＜寸法線を青に設定した場合＞
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6．デッキ受け 設定追加(FB ・ PL 対応、向きの設定)

＜嵩上げ材＞－＜デッキ受け 個別配置＞

 部材入力で FB、PLに対応しました。「L-幅 x背 x厚」「FB-厚 x幅」を直接、値を入力してください。

 アングル部材を選択時、向きを選択できるよう対応しました。

7．IFC 出力修正

＜IFCエクスポート＞を選択すると IFCファイルを出力されます。
出力場所は C:¥シグマ F1¥施工図¥物件¥番号フォルダ¥作成時の日付_物件名.ifc です。
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8．メッキ設定 メッキ設定で指定した梁に付くボルトの対応

メッキ指定範囲内の継手のボルトを自動でメッキになるよう対応しました。継手基準図、ボルトリスト、積算

変換に反映されます。

＜継手基準図作成画面＞

＜ボルトリスト 各種＞
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9．一般図出力 寸法線間隔を変更機能を追加

＜図面レイアウト＞－＜基本データ＞－「寸法線間隔」にて変更が行なえます。入力値は最小値 5、最大値 10
となります。

＜設定値：5の場合＞

＜設定値：10の場合＞
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10．裏当て 通しダイアの裏当てを既製品に対応

＜基本データ＞－＜基準設定＞－＜溶接・裏当て設定＞にて、通しダイアまたは柱ジョイント部の裏当てのサ

イズやタイプを選択できます。

内ダイヤまたは範囲外のサイズのコラムの通しダイヤには、＜柱詳細＞－＜初期設定＞－「裏当て厚み」「裏

当て幅」のサイズが適用されます。
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柱単品図、サイコロ部品展開図、材料リストには「柱裏当て(タイプ)」と表記されます。1箇所辺り、□型は 1
枚、コ型は 2枚、L型は 4枚入ります。

＜柱単品＞ シャフト部分のみの数量です。柱ジョイント部は GL側の柱単品図の部品構成表に含みます。

＜サイコロ部品展開図＞ サイコロの中のみの数量です。

＜材料リスト プレート加工表＞
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11．梁単品図 出力修正

単品加工図作成時、画面下に図面枠タイプを選択できます。

新タイプは部品構成表の行数、キープラン図とセクション断面の位置が変更されます。

＜新タイプ＞
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12．原寸型紙 ボルトの＋マークの色設定を追加

＜柱詳細＞－＜原寸型紙作成＞－＜初期設定＞－＜型板出力設定＞－「ボルト孔芯(+)」
ボルト穴の表示設定が、実寸穴表示を選択時のみ有効です。
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13. ガセット確認図 耐風梁のリブと軸ブレスの押さえリブの合番を表示

14．梁リスト 本柱(H 鋼)の対応
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15．梁リスト 合番順設定追加

リストの出力順を長さ、合番順に選択できるよう対応しました。
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16．クレーンガーター 始点・終点の間に入る柱の振れ止め対応

始点・終点の間に入る柱の振れ止めは、バージョンアップ後に配置したクレーンガータに適用されます。また

リブ位置や、キャンティ梁のリブ厚の指定もできるよう対応しました。

仕口リスト、梁切断リスト、柱詳細・単品図面にボルト孔が作図されます。

＜設定＞
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17．材料リスト 製品検査表に関する修正

 柱、梁共通：リストの「適・否」の表記を「適」のみに変更、丸を外しました。

 梁：「許容差」の表記を「管理許容差」に変更しました。

③柱：工区分けした際に一括で出力できるよう変更しました。

18．材料リスト プレートリスト：異型ダイアの場合に"(型切)"表記追加
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19．不具合の修正

下記の不具合を修正しました。

＜図面読込＞

・ＤＸＦの要素数が３２７６７を越えると割付線を追加できない不具合。

＜スパン入力＞

・スパン距離が 0の時にメッセージを表示。

＜基準設定＞

・コラム R逃げ－ダイア設定（外面合わせ）：上下の柱サイズが違う時に設定が有効にならない不具合。

＜ジョイント＞

・梁部材入力で継手符号を入力する場合に継手符号が重複して登録される不具合。

・小梁継手入力で、間柱の場合は「２面せん断」を選択不可に変更。

・柱ジョイント入力で、途中階コアに関する不具合。

＜継手基準図＞

・継手設定でメッキ有りの場合、継手図面で個所数がゼロ表示になる不具合。

・同じ部材サイズで材質が違う継手の作図になる不具合。

・小梁とブレスが同じ継手記号で同じ部材の場合に箇所数が二重で表示される不具合。

＜柱配置＞

・ 1柱に部材入力の無い柱をペント柱として配置した場合、画面にベースが表示される不具合。

＜メッキ設定＞

・メッキ指定の指定した階より上階の柱がメッキになる不具合。

・画面の表示色をスプライスは梁と同色、間柱は灰色にしました。

＜梁の配置＞

・斜め梁に取り付く溶接梁の不具合。

・梁貫通時の梁修正画面での不具合。

・斜め通りに配置した柱に取合う梁の梁芯ずれ表示が正しくでない不具合。

・斜め通り上の柱・梁に関する火打ち梁、折板受け、柱詳細図読み込み不具合。
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＜勾配計算＞

・直交梁につく斜め梁の高さ計算についての不具合の修正。

＜母屋配置＞

・母屋範囲が重複した場合に梁単品図に母屋ピースがつかない不具合。

＜ブレス＞

・集計表の重量を RB-50まで計算するよう変更。
・塗装設定でメッキ以外の色を指定した場合、同じ合番を複数行出力する不具合。

・終了後の集計画面が小さくなる不具合。

《平面ブレス》

・ブレス初期設定で一般図が設計マークの時にメッキ表示の位置がおかしい不具合を修正。

・ポイント基準の名称「通り芯」を「割付芯」に変更。

・ポイント基準を割付芯にした時に梁芯になってしまう不具合。

・細長い平行四辺形のスパンに正しく配置できない不具合。

・伏図で右下がりの斜め梁にブレスを配置した場合に梁詳細図に作図されない不具合。

《軸ブレス》

・ガセット方杖の集計時の角度判定を厳しくしました。

・パイプブレス、１面せん断の場合に差込プレートの厚みがガセットと同じになる不具合。ボルトリスト

の母厚とプレート厚が逆になっていました。

＜一般図＞

・溶接梁のメッキ指示を表記するよう修正。

《アンカープラン図》

・図面文字サイズが 4mm以上のときに寸法文字が重なる不具合。
《伏図》

・梁高さ表記"(0)"の場合は出さないよう変更。
・斜め通りだけに間柱を配置した時、部材リストにでない不具合。

・梁の寄りを表示するよう変更。

《軸図》

・直交通りの回転のある柱で途中から柱部材が変わる場合の不具合。

・斜め柱に付く剛接梁のスプライスを作図しない不具合。

・斜め通りの軸図に既成品コアを表示するよう修正。

・剛接ジョイントの合わせを芯合わせにした場合のペント柱の座標計算の修正。

・間柱に付く耐風梁リブ(縦使い)の作図。
・耐風梁の厚み線を重なって作図する不具合。

・セットバックの作図の修正。

・スリーブの寸法の表記位置の修正。

＜柱詳細図・単品図＞

・途中階コアの柱の胴縁ピースの作図位置がずれる不具合を修正。

・柱データ読込時、メッキの有無で仕口合番を分けるよう変更。（新規物件及び仕口合番の初期化後に有効。）

・４つ孔のピース（縦胴縁）が柱シャフト部に付く場合のピースの作図。

・セクション断面図、Ｈ柱の内ダイアの溶接廻しを取って作図するよう修正。
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・耐風梁ガセットの引出線がガセットからはみ出さないよう修正。

・初期設定の出力小数点以下設定が反映されない不具合。

・溝形鋼で横使いの小梁の高さ寸法線が小梁の芯で出していたのを、ガセット面になるよう修正。

・レイアウターで Y立面を移動した時の階基準線の長さを修正。

・最上階の階基準線を２重に作図していた不具合。

・梁貫通時のスカラップの表記の修正。

＜間柱単品図＞

・角Ｐで下がベース・上が挟み込みガセットの時の寸法線の修正。

・メッキ指定していない間柱の図面も「全メッキ」の表記が出る不具合。

＜原寸型紙＞

・異形ダイアに付く BH（斜め梁）のフランジの長さが正しく出ない不具合。

・斜めガセット、切り欠きのチェックを追加。切り欠き有りの継手で母材と小梁のサイズが同じ場合は切り欠

き無しにします。

・節ごとに工区分けした場合、リブの部位が柱になる不具合。

・セットバック設定階の仕口の原寸がハンチにならない不具合。

＜ガセット確認図＞

・図面番号が正しく出ない不具合の修正。

＜仕口リスト＞

・既製品コアに付く仕口の合番が同じ仕口で別になる不具合。

・一部、不要なテキスト”上フランジボルト”を表記していたので修正。

＜コア仕口組立図＞

・既製品コアに胴縁ピースが付く場合の上側の寸法の押さえ位置がコア上端にならない不具合。

＜梁詳細図＞

・斜め通りの折板が正常にでない不具合。

・クレーンガーター梁の断面図のガセット（リブ）がずれる不具合の修正。

・斜め梁の詳細図で、通り名が一部逆に出る不具合。
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＜折板受け＞

・最上階以外で既製品コアの柱の上に乗る不具合。

・既製品コアを使用した場合は柱の上を通さないよう修正。

＜材料リスト＞

・軽量加工表：天吊が左側が転んだ梁に付く場合に穴寸法が正しく出ない不具合。

・柱リスト：ＮＤコアの斜め切り寸法に小数点以下の数値があるとリストに出力しない不具合の修正。

・柱製品検査表：４階の設定を追加。

＜積算変換＞

・クレーンガーターのフランジの中ボルトがＨＴＢになる不具合。

・ NCベース Pの材質の修正。
・一部、長さ 0の PLが変換される不具合。
・仕口長の計算の不具合。(回転の無い柱につく異型ダイアでない斜め梁のブラケット長の計算)
・軸ブレス、十字ジョイントのボルト数の修正。

・角パイプのスプライスに溶接パターンをセットしないよう修正。
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胴縁システム

1．図面読込 キープランの DXF 出力対応

＜図面読込＞－＜通り設定＞－＜確認表示＞－「図面出力」にて行なえます。

2．分割連結 分割時も取合優先を選択できるよう対応

＜胴縁編集＞－＜分割連結＞－＜分割＞－「取合優先」のチェックボックスを追加しました。

例)T時に胴縁が交わる箇所で横胴縁を分割する
☑取合優先：横胴縁同士が取り合い、縦胴縁が短くなる

□取合優先：縦胴縁がかち、縦胴縁の左右に横胴縁が取り合う
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3．データ変換 ピース符号選択を無しにできるよう対応

4. 抱き合わせ・組物の名称の文字数追加

半角 10文字まで対応します。

5．ピース自動配置 ＣＣ材は刃側に配置

6．集計表 胴縁に付くマークの数を表示
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7．胴縁ピースと軸組ピースを色分け表示

＜初期設定＞－＜環境設定＞－＜画面表示 2＞＜図面出力 2＞で設定できます。
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8．図面出力 胴縁を工区の色で作図

工区設定をしている場合、＜データ出力＞－＜図面出力＞にて設定ができます。

9．データ復帰 ピースマスターを工事別で持つよう対応

バージョンアップ後に復帰した工事物件で有効になります。

10．編集画面右下に通り名の後ろに方向を表示
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11．不具合の修正

下記の不具合を修正しました。

＜ピース編集＞

・ PLピースで C鋼使用をボルト反転している、一括修正を実行すると反転が戻る。
・ピース幅は Cの隙間より狭い場合に背側から刃側に移動した時にバックプレートが入る。

＜工区マスター＞

・施工図変換時、最大件数 20から 99に上限を変更。

＜組立図＞

・胴縁芯が通り芯でない場合に（図面読込の胴縁芯が０でない）、逆側の通りに配置したピースがずれる不具

合。

＜集計表＞

・ピースにつく C型鋼の数を表示しない不具合。

＜加工図＞

・横胴縁に近い右下がりの斜め胴縁がある場合、その端部に配置した軸組ピースを間違って横胴縁の加工に反

映される不具合。

＜NC データ出力＞

・ USBドライブに無効なドライブ名を入力した時にハードディスクに切替できない不具合。


